
一38一

会話型デｰタ処理一その6一

印刷用原図の作成とマｰク

佐藤岱生･吉井守正(鉱床部)

TaiseiSAT0MorimasaYos亘II

1.はじめに1

このシリｰズではこれまで会話型コンピュｰタ(横

河ヒュｰレット･パッカｰド社製YHP-9845T)を使用して

各種の化学分析デｰタを記録し図表を作成するなどの

デｰタ処理を行なうr岩石化学システム(吉井･佐藤

1981本誌321号)｣について述べてきました･

今回はX-Yプロッタによって描いた図をそのまま印

刷用原図とする場合に必要なプログラム上の問題につ

いて考えてみましょう.ここで扱う問題は

化学成分名の下付き数学(K室0の･など).

数学のゼロ･斜線のあるコンピュｰタ文学ではなく自

然のゼロを使用すること.

マｰクについての工夫

の3点です.

コンピュｰタで描いた図をそのまま印刷用原図とし

て使用できるならば製図の画期的たスピｰドアップだ

けでなく神経を使う作業から解放され書直しの苦労

もほとんど無くなるでしょう｡第1図にその例を示し

ます.数字のゼロマｰクについて工夫カミほどこされ

た図です.これらについて詳細に述べてみましょう.
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第1図成分名の下付き数字ゼロマｰクの側

マｰクは記号や文字を組合せてつくる.
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文字を90度回転する
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O(オｰ)を入れる
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文字の大きさを

80%に縮小する

文字の位置を下げる

位置変数を

1文字分繰上げる

第2図成分名及び軸目盛用数字を書くサブルｰチン

のフロｰチャｰト

前もって成分名又は目盛用数字の文字列変数,

それを書く位置,文字の大きさを変数として

あたえておく.これは2成分図を書くプロ

グラムPXNMM用であるが他の図も基本は

同じである.第3図のリスト参照.�
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第3図成分名及び軸目盛用数宇を書くサブルｰチンLab1のプログ

ラムリスト

文字列変数La轟を1文字づつに分解しどのような用途の

文字かを判定して大きさや位置を決めて書く.

DsxDsyは1文字の間隔｡

2.下付き数字と軸目盛用数掌

下付き数字を描いたり数字のゼロの見にくさをさげ

るにはどのようにしたら良いだろうか.著者らは次の

ように考えてみました｡

すたわち化学成分名や目盛用数字を1文字ずつに

分解し位置や大きさを指定して1文字ずつ書いていけ

ば下付文宇の時はその文字だけ大きさを縮小し書く

位置を下にずらせば良いし数字のゼロは英字の0(オ

ｰ)を使えば良いでしょう.

このような考乏方によるサブノレｰチンLab1(2成分図

用)のフロｰチャｰトを第2図に.プログラムリストを

第3図に示します.

第3図のリストにあるステｰトメントと関数のいくつ

かについて先に説明しておきましょう.

LEN:文字列変数の字数をあたえる関数

CSIZE:文字の大きさと縦横比を指定する

LORG:指定点に対する文字の相対位置を指定する

MOVE:提定された座標にペンを移動する

しABEL:指定された文字を書く･ノｰマルモｰド

のPRINTにあたる

LDIR:文字の回転角度を指定する

この中でLEN以外はグラフィックス(GRAPHICS)モ

ｰドの時のみ有効荏ステｰトメントです.第1～3図

を見くらべていただくとこれらの使い方がわかると思

います.

サブルｰチンLablを使うには前もって

La審:書くべき文字列変数(化学成分名又は

目盛用数字)

Csz:文字の大きさ

Mox,Moy1文字を書く位置(文字列の中央)

をあたえておきます･目盛用数字は

La｡$=VAL需(Xf)

のようにして数値から数字の文字列に変換して

=La審に入れます.こうすることによってた

とえぱ10は数値の10を表わすのではなく1'

という文字と0という文字がこの順序でならん

だ文字列とな.り成分名も目盛用数宇も同じサ

ブノレｰチンで扱うことカミできるように在ります.

このような前処理をしてからサブルｰチン

Lab1に入ってくるわけです一

このサブノレｰチンではまず文字列変数La$

の申の文字数を数えます.'すなわち

.K2=LEN(L貝窃)

この文字数(K2)は'化学成分名や目盛用数字を1文字

ずつに分解したり文字を書く位置を!文字ごとに決め

るために使われます.

文字を書く位置は前処理では文字列の中央であたえ

られているのでこのサブルｰチンではその値から1

文字ずつの位置を計算しなおす必要があります･この

場合Y成分名は第1図に示されているようにY軸にそ

って90度回軸させて書くためにこの時だけ文字を回転

させ文字位置もY軸方向に1文字ずつ送っていくよう

にします.そのためにはLa$カミY成分名(Cy$)かど

うか判定することが必要です.

化学成分名や目盛用数字を1文字ずつに分解するには

文字数だけ1頃にFOR-NEXTルｰプをまわします.す

なわち

�剉����

LABELLa窮[Ib,Ib]

久塔�

のようにすればよいのです.ここで[]は文字列の

副文字列を表わしこの場合はLa舘に含まれている文

字列のIb番目の文字という意味です.�
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次に分解した1文字カミどのような用途の文字かを判

定します･まず数字か英字かを判定します.もし英

字ならば化学成分用の文字なのでそのまま指示され

た位置に書きます.もし数字であれば成分名の下付

き数字がどうかを調べるためにそのたびごとに第1文

宇目も数字がどうかを見ます･第1文字目カミ英字であ

れば成分名用の下付き数字ですしもし数字であれば

目盛用数字です･下付き数字ならば文字を縮小し

位置を下げて書きます･目盛用数字の時はそれがゼ

ロかどうか調べます.もしゼロならばゼロのかわり

に大文字のO(オｰ)を書きます.この部分は少々複

雑ですので詳しいことは第2図のフロｰチャｰトを参

照して下さい.

Cszは文字の大きさを指示する変数で前処理で指定

されて来ます･文字位置の座標までペンを移動させ

文字を書く命令は次のように行ないます･

������

LABELLa轟[Ib,Ibコ

次に1文字分だけ位置変数(M･x又はMoy)を繰上げ

ます.La轟がY成分名の時はMoxカミｰ走でそれ以

外はMoyカミｰ走です.一定の数値については前に

指定された数値カミ継続して使用されます.

これらが終ると再び次の文字の判定にもどります.

これが成分名の下付き数字や目盛用数字を見やすく書く

からくりです｡このようにして順次すべての成分名や

目盛用数字を書いてから点のプロットにうつるわげです.

3.マｰクについて

コンピュｰタで図を描く時にプロットにマｰクを書か

せる方法は色々あると思います.あたえられた点を中

心として点を順に連結する線を描くステｰトメント

(IPLOT)を利用してマｰクを作りそれをサブルｰチン

として使う方法もあるでしょう.またマｰクを内蔵し

ている機種もあるようです一

筆者らの方法はキｰボｰド上の文字や記号をマｰク

として使います.しかし単に文字や記号だけでは種類

が少なく形にも満足できるものは少ないのでひと工

夫する必要があります･第4図にマｰクをプロットす

るサブルｰチンP1mkのプログラムリスト第5図にマ

ｰクの例を示します.

この方式は次のようになっております.

1)キｰボｰド上の1又は2個の文字又は記号を使って

1個のマｰクを作ります･たとえば十*のように

それ自身がマｰクとして使えるものは単独で使うこ

ともできます.

2)2個の文字を使う場合2番目の文字は180度回転

さ世てづまり上下逆さまにして最初の文字と重ね

て書きます.

3)文字の縦横の比が同じになるように指定します.

4)点のみをプロットすることもできます･この場合

はピリオドを入力します.

この方法は2番目の文字を回転して重ねて書くこと

でキｰボｰドにはない多数の記号が合成できるという

ところがポイントです.しかし2文字を重ねるとどん

在図形が現われるかを考完るのは少々むずかしいので

実際にさまざまな文字を組み合せてプロッタで描かせて

みました.これを第5図に示します.この中から

気に入ったマｰクを数個見付けるのは簡単だと思います･

プロットに使用する時はOやCたどを使用したマル系

統.H,L,Mなどに使用した四角系統･V,Yなど

を使用した放射形系統などに分類して互いに目立つ

ように異った系統のものを取りまぜて使用すると便利で

しょう.

ではプログラムを見ながら実際の方法について説明し

ましょう.第4図のサブノレｰチンPlmkは1つのプロ

ットを打つためのものでプロット位置の計算が終った

後そのXY座標をPx,Pyという変数に入れてこの

サブルｰチンにまわされて来ます･マｰクの指定は

プロットすべき試料のコｰドを指定する時に同時に行な

われC0撃(I0)という変数に入れられて来ます.マｰ

クはこのサブノレｰチンの冒頭で再び2文字に分解され

Mk1轟及びMk2$として使用されます.

点のみをプロットする場合はマｰクを指定する時に

ピリオドを入力します.しかしピリオドの点は文字の

中心にはないためにプロットすべき点からはずれてし

まい他の文字と同じに扱かうことができません･

そのためにここではピリオドをLABEL命令とPLOT

命令を分岐するための信号として使います･文字かピ

リオドだったらPLOT命令によって点を打つわけです.

ピリオドはマｰク指定の1文宇目にあっても2文宇

目にあっても有効です･この場合はマｰクの中央に点

を打つことになり中点のある丸印などを書くことが

できます.ただし□の場合はすでにLを2回使用しま

すので中点は打てません.四角で中心が必要な時は

NとZによる図などの他のマｰクを選べば良いでしょう.

文字は普通は縦長に書かれますがマｰクの場合は縦

横の長さカ洞じでなければなりませんこれを指定す�
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るにはグラフィックモｰドの時文字の大きさをコン

トロｰルするステｰトメントCSIZEを用います一す

たわちASCIIコｰドの順番で0からZの間にある文字

の時は

������

それ以外は

������

とします.最初の数字(3.3,3.8)は文字の大きさを

2番目の数字(.75,.6)は縦横比を指定します.十や

*などの記号は通常で縦横比が1になっているので

その時は標準の.6を指定します.またこれらの記号

は大きさもわずかに小さいので釣合いをとって少し大

きめにするために大きさを3.8としました.
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文字の時は縦横比を･75と指定することによってO(オ

ｰ)か○(マル)として使えるので前に述べたLを2つ

重ねた□NとZを重ねた回とともに記号として使い易

いもののひとつとなります.

なお文字を転倒させるときは

���　

���欲�

��伀

とすると転倒した第2文字目を重ね書きした後すぐ

また元にもどしておくことができます.

この方法は

THEH1二:…lI～E:1一:…1,一F5

マｰクの種類が多い

プロットのスピｰドが遠い

原理が簡単

多種の特殊なマｰクを作るためのメモリｰ

が不用

祖との利点があります.

第左図プロットとマｰクを書くサブルｰ⑤半$え{vX_=十〉～■6』旦つ口:〕5Hエf>□NNOdO曽S⊥n〈M×人Z

チンP1mkのプ1コグラムリスト

十尊半導畿篭*酪帝半養*甘*巷幽盤釜竈…国謝霊榊妻芽謝需闘閑㊥拙㊥艶騎重用益酪兼糸垂

マｰク用の文字や記号はC0罪

&⑮経堅墜璽&談艮祭殿良&髪亀固殴魯団團劃蟹図蟹霞劇囚困図9劃圏劉蟹私囚a図妥艮匿

(I0)という文字列変数であたえ

〈③琳奪爽掲}栄{蛯今ケ{〆ろb81∂aヨd5H壬f>ろ内N6d∂ds土【〈N×《茎

られサブノレｰチンの冒頭で1文

典⑱雌夢笑遍堵米糸蜘業淡封x逃国区茜区碧当夢閃暑苦※采※凶亀遥⑬き婁来園※閃×米妥

字づつに分けられる.ピリオド

ｰe勢多考萄}米一国十合}〆台』99巨ヨ=19H壬fメ=lHNe■θ曽S±R〈H×六茎

の場合はPLOTステｰトメント;θ寺李発毛一榊困昌*寺田≠台8星∋冒ヨコ∋H壬ξメ…1目当e白e呂S全目今H宍六曇

によって点のみを打つ.十窃勢多率唱十*十傘十手÷*毛出既争睡ヨ拙$用壬f淵雫測閉㊧出㊧畠$土用《榊※六窒

<㊧*$定唱ぐ曇く･≠寺号ぐ〆6畠蟹3aヨコ9R…【f為司凶剤③白亀畠s土日《灼×大夏

C⑤窪竃9竈9冬ee$eeZC880口日G08CC国Q四日0908SC06回忌CZ

E国躍匡巨囹巨匠E凄圧医E巨Z8団DE正目目目目圧[園目圓図θ目竃目昌圧日区国区区区

F国艀爵尾胃P戻F声序序F7区8巨巨E〔目目DR圧『目1=一因Rθ8θ目B[〔丙同区民区

G3窃雷蟹国9蟹6含竈亀G89目8GG臼Ge8G垣勇G囚臼G8G8SGG6図屠匹蟹

H冒開国自圏H閑HH削出HH凶〕8目目目目8H田旧斜RHNθ88目目出R判N関閑冒

工③黍垂丞3王暑壬壬壬】≡壬ZZ囲囲コ皿二El二目田1ヨヨエエ男]]囚囚①囲④智$工〔口承団X五Z

K国牒匡良隠κ米K俸俣陵kk区目巨国巨国蟹国肖匡医朗同凶N国ヒ国曽屋区RKN×k区

L国経度区国』k』1…生レ』ヒビ]旦D日日]D目[[[凶日]NQ』lD目8u一口△】区込区

第5図N圃開蝪的俺問閑H肖朗同H■凶日図D回国目日H団円凶[NN9営9凶日出[内NN開図

マｰクの例N團開国渕国N閑NH用向N閃凶目図国回国N国N図囚目NNN口目ぷ目国凶nNNNN図

縦横比を同じにし第2文宇目を転倒させO⑤翁㊧a698θe㊧㊦◎②②θ800GGOθΦ①蟹QQQ09088Φ00回国⑳⑦

て重ねて書く､対称性の高いものに有用Q⑤⑬⑱自薗9領ee㊧亀Q②②8蔓QOGGQ目①の駅コQ国QgQ冒9ΦQ⑬図廼④廼

なものが多い.この他にも考えられる.T⑥萎事采刃マ采千手手下『;ア■田8螂匝二回二冊用工τ羽｢1囚旧Φ轟①雷$工｢□不mXスZ

V圃絆潔㍊沼〉諸〉}Ψy》VV幽豆9回回V回MΨy㍊▽MM⑰邊⑨湿9yM淋M㌶以又

Y⑧響導X刃》*\\\Y\×逃出冨コ匝通Mヨ岡エYy7MN⑰畠⑰当霊土m淋MXXエ�


